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国
胃
昂
陰
の
国
昌
跨
冨
跨
属
隆
昌
函
◎
目
①
冨
自
啄
弔
昌
寄
ひ
と
す
じ
の
道

２
０
０
川
軍
牛
４
月
３
日
国
ｌ
く
）
月
２
３
日
回

兵
庫
県
立
美
術
館
ｌ
「
芸
術
の
館
」
ｌ

開
館
時
間
Ｉ
午
前
加
時
～
午
後
６
時
（
金
．
土
曜
日
は
午
後
８
時
ま
で
）
嫌
入
場
は
閉
館
の
釦
分
前
ま
で

休
館
日
Ⅱ
毎
週
月
曜
日
（
但
し
や
５
月
３
日
閲
館
、
６
日
休
館
）

回
覧
料
金
Ⅱ
一
般
１
４
０
０
（
１
１
０
０
）
円
／
大
・
高
生
９
０
０
（
７
０
０
）
円
／
中
。
小
生
５
０
０
（
３
０
０
）
円

（
）
内
は
前
売
料
金
お
よ
び
釦
名
以
上
の
団
体
割
剥
金
／
兵
庫
鼠
在
住
・
在
学
の
中
・
小
学
生
は
ゴ
コ
ロ
ン
カ
‐
ド
の
提
示
に
よ
り
無
料
に
な
り

霞
す
／
障
害
者
の
方
お
よ
び
兵
庫
県
内
在
住
の
駈
歳
以
上
の
方
憾
当
日
料
金
が
半
額
に
な
り
ま
す
駕
設
展
示
の
観
麓
に
憾
別
途
料
金
が
必

要
で
す
（
本
展
と
あ
増
て
鑑
焚
す
る
場
合
は
、
割
引
に
な
り
摩
す
）

観
覧
券
は
、
チ
ケ
ッ
ト
ぴ
あ
（
Ｐ
コ
ー
ド
６
８
５
’
１
９
７
）
・
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト
・
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
・
サ
ン
ク
ス
・
口
Ｉ
ソ
ン
チ
ケ
ッ
ト
（
Ｌ
コ
ー
ド

５
９
７
９
９
）
な
ど
京
阪
神
の
主
琴
レ
イ
ガ
イ
ド
に
て
発
売

主
催
Ⅱ
兵
庫
県
立
美
術
館
／
日
本
経
済
新
聞
社
／
テ
レ
ビ
大
阪
／
神
戸
新
聞
社

後
援
Ⅱ
兵
庫
県
／
兵
庫
県
教
育
委
員
会
／
神
戸
市
／
神
戸
市
教
育
委
員
会
／
（
財
）
伊
藤
文
化
財
団

特
別
協
力
‐
東
京
国
立
近
代
美
驚
／
唐
招
提
毒
／
長
野
県
信
濃
美
術
館
鼠
魁
夷
館

会
場
Ⅱ
兵
庫
県
立
美
術
館
企
画
展
示
室
・
羊
ラ
リ
ー

本
展
は
、
１
９
９
９
（
平
成
ｕ
）
年
等
学
校
）
卒
業
後
、
東
京
美
術
学
校
日

に
逝
去
し
た
日
本
画
家
・
東
山
魁
夷
の
本
画
科
に
入
学
、
在
学
中
に
第
皿
回
帝

没
後
初
の
総
合
的
な
回
顧
展
で
す
。
東
展
に
初
入
選
、
１
９
３
３
（
昭
和
８
）

山
魁
夷
は
、
１
９
０
８
（
明
治
型
）
年
年
に
は
ド
イ
ツ
留
学
を
果
た
し
、
ベ
ル

横
浜
に
生
ま
れ
、
３
歳
か
ら
賜
歳
ま
で
の
リ
ン
大
学
で
美
術
史
を
学
び
ま
し
た
。

鴫
年
間
を
神
戸
で
過
ご
し
ま
し
た
。
第
し
か
し
、
父
親
の
病
気
の
た
め
留
学
半

二
神
戸
中
学
校
（
現
在
の
県
立
兵
庫
高
ぱ
で
帰
国
し
て
か
ら
は
、
戦
争
に
よ
る

弓

銘

疎
開
、
従
軍
、
相
次
ぐ
肉
親
の
死
と
い

っ
た
試
練
に
見
舞
わ
れ
る
こ
と
と
な
り

ま
す
。
第
二
次
大
戦
後
の
１
９
４
７
（
昭

和
配
）
年
、
《
残
照
》
が
第
３
回
日
展
で

特
選
・
政
府
買
い
上
げ
と
な
り
、
こ
れ

を
契
機
と
し
て
以
降
東
山
は
代
表
作
《
道
》

な
ど
、
澄
ん
だ
清
ら
か
な
色
調
の
静
誰

な
風
景
画
を
つ
ぎ
つ
ぎ
に
発
表
、
１
９

５
６
（
昭
和
鉦
）
年
に
日
本
芸
術
院
賞

受
賞
、
１
９
６
９
（
昭
和
必
）
年
に
は

文
化
勲
章
を
受
賞
す
る
な
ど
戦
後
の
日

本
画
壇
に
大
き
な
功
績
を
残
し
ま
し
た
。

ま
た
１
９
７
１
（
昭
和
“
）
年
よ
り
１

９
８
２
（
昭
和
師
）
年
ま
で
、
年
余
の

歳
月
を
か
け
て
完
成
さ
れ
た
、
奈
良
唐

招
提
寺
御
影
堂
の
障
壁
画
制
作
は
、
戦

後
の
日
本
画
史
上
の
大
き
な
成
果
と
し

て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
戦
後
、

日
本
画
そ
の
も
の
の
存
在
が
厳
し
く
問

い
直
さ
れ
た
情
況
の
中
、
東
山
魁
夷
は
、

美
術
界
を
と
り
ま
く
様
々
な
現
象
に
歩

調
を
乱
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
静
か
に
風

景
と
対
時
し
誠
実
に
自
己
と
向
き
合
い

な
が
ら
風
景
画
を
描
き
つ
づ
け
ま
し
た
。

日
本
独
自
の
美
意
識
や
伝
統
、
西
洋
の

美
術
に
対
す
る
深
い
洞
察
と
理
解
に
裏

打
ち
さ
れ
た
思
索
は
、
数
々
の
著
述
の

中
に
も
表
わ
さ
れ
、
ま
た
作
品
に
も
投

影
さ
れ
て
い
ま
す
。
本
展
は
、
東
京
国

立
近
代
美
術
館
、
長
野
県
信
濃
美
術
館

東
山
魁
夷
館
、
そ
し
て
唐
招
提
寺
の
全

面
的
協
力
を
得
て
開
催
す
る
も
の
で
す
。

《
残
照
》
《
道
》
ほ
か
、
古
都
を
描
い
た

「
京
洛
四
季
」
の
シ
リ
ー
ズ
、
北
欧
や
ド

イ
ツ
・
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
風
景
に
取
材

し
た
作
品
を
含
む
代
表
作
、
東
山
芸
術

の
集
大
成
と
い
え
る
唐
招
提
寺
御
影
堂

の
障
壁
画
《
山
雲
》
《
涛
声
》
〈
揚
洲
薫

風
》
な
ど
総
数
約
卯
点
を
展
示
し
、
そ

の
全
貌
に
迫
り
ま
す
。

銘
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L画｣兵庫県立美術館
〒651-0073神戸市中央区脇浜海岸通l-l-l
Te1.078-262-0901http://www･artm・prefhyo座ojp
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■画黒思慕

顎窒"峨畦

■
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国麗蝿’

５

交通案内

阪神岩屋駅から南に徒歩約8分
JR灘訳から南に徒歩約10分

版室幸子公園駅から南に徒歩約20分
地下駐車鴫乗用車80台収容･有料

’7F､，

鍔‘

阪員挿戸鰍

２ ３

１.《唐招提寺御影堂障壁画揚洲滅風》(部分)1980年唐招提寺

2.<道》1950年東京圃寺振代美術館※４月25日まで展示
3.《焼斑初冬》1931年武賜会

4.《青響>1960年東京闘寸祈代美術館

5.《緑響く>1982年長野県信渡美術館東山魁夷館※４月27日より展示

会期中展示替えを行います｡展示替え作品約15点前期:４月25日(日)まで《道》他約90点後期:４月27日(火)より《残照》他約90点

記念対談

４月3日(土)｢画家東山魁夷を語る」
東山すみ氏(東山魁夷夫人)×真野饗子氏(女優､神戸大使､神戸市立森林植物園名誉園長）
会場･時間兵庫県立美術館ミュージアムホール１４時～15時定員250名(先荒順）
聴馴無料(聴開には展覧会チケットが必要です）

記念諦演会

４月11日(日)｢東山魁夷･静かなる革命｣千住博氏(日本画家･京都造形芸術大学教授)定員220名(先着順）
５月9日(日)｢東山魁夷人と芸術｣尾崎正明氏(東京国立近代美術館副館長)定員250名(先箔順）
会場･時間兵庫県立美術館ミュージアムホール１４時～15時30分

聴識無料(聴講には展覧会チケットが必要です）

※対談蔭講演会とも当日12時よりﾐｭｰジｱムホール前にて入場整理券を配布します。

⑥蕊
鋸

畑
田
和
且
謁
察
可
荷
か
画

蝋ぎぎ

皇

輔蕊

HAZ村戸西の鯛

婆琴雲零＝阪神種２－

③国璽2冊処

毒＝＝＝言五画Ｗー凸
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篭瀞篭
バ
リ
ク
チ
ュ
ー
ル
組
合
学
校
賞
・
熊
野
有
紗
さ
ん
の
作
品
〈

熊
野
さ
ん
は
パ
リ
に
留
学
の
予
定
。

》
【

農
神戸市長賞･高田知依

さんの作品｡高田さんは
(株)日興テキスタイル
に就職が内定している

大賞に輝いた高橋裕美
子さんの作品｡高橋さん
は(株)ジェルベに内定

９

蕊
一竜

Ｉ

|ファッショ 塵宣旦 Ｔ

詔

神戸 たく
二巳

『《

璽鯵;Ｉ
１，，
１１５１

曲噂

息
．
．

心

罪

１

”
迦
戸
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
専
門
学
校
（
Ｋ
Ｆ
Ｉ
）

と
、
神
戸
文
化
短
期
大
学
服
飾
学
科
が

合
同
で
開
催
し
て
い
る
「
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
フ
ェ
ア
」
。
両
校
の
学
生
に
よ
る
フ

ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
、
そ
し
て
、
学
生

か
ら
の
応
募
作
品
の
コ
ン
テ
ス
ト
、
全

国
の
高
校
生
を
対
象
と
し
た
コ
ン
テ
ス

ト
が
行
わ
れ
る
。

今
年
は
１
月
妬
日
、
神
戸
フ
ァ
ッ
シ

ョ
ン
マ
ー
ト
で
開
催
さ
れ
、
コ
ン
テ
ス

ト
大
賞
に
は
高
橋
裕
美
子
さ
ん
、
パ
リ

ク
チ
ュ
ー
ル
組
合
学
校
賞
に
は
熊
野
有

紗
さ
ん
が
選
ば
れ
た
。
他
に
も
神
戸
市

長
賞
、
田
崎
真
珠
賞
聯
神
戸
新
聞
社
賞
、

サ
ン
Ｔ
Ｖ
賞
な
ど
が
授
与
さ
れ
る
。
パ

リ
ク
チ
ュ
ー
ル
組
合
学
校
賞
に
選
ば
れ

た
学
生
は
、
奨
学
金
を
受
け
、
ク
チ
ュ

ー
ル
組
合
学
校
に
留
学
で
き
る
。
学
園

と
提
携
し
て
い
る
ク
チ
ュ
ー
ル
組
合
学

校
は
、
オ
ー
ト
ク
チ
ュ
ー
ル
組
合
が
運

営
す
る
学
校
で
、
Ｋ
Ｆ
Ｉ
に
は
、
毎
年

コ
ン
テ
ス
ト
の
審
査
の
た
め
パ
リ
か
ら

教
諭
が
来
日
し
、
学
生
対
象
に
誹
議
や

技
術
指
導
も
行
わ
れ
る
。
ま
た
、
フ
ァ

ッ
シ
ョ
ン
業
界
の
プ
ロ
を
対
象
と
し
た

「
立
体
裁
断
セ
ミ
ナ
ー
」
も
毎
年
開
催

し
て
お
り
、
本
場
の
技
術
が
身
に
つ
け

ら
れ
る
と
受
講
者
か
ら
好
評
を
え
て
い
る
。

４

国営＝虚塵一霞 公平､

(Iィ
函

灘
。
』

＃

慰
謹
雲
一

学
生
た
ち
の

学
ん
だ
成
果
を
発
表

フ
ア
ッ
シ
ヨ
ン
フ
エ
ア
２
０
０
４

..L

･』.､血Ｉ
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昨年ﾃ亘オ神戸で行われた作品展

５

Ｉ．
琴

一一一

産
業
界
と
つ
な
が
る
教
育

Ｋ
Ｆ
Ｉ
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ク
リ
エ
イ

タ
ー
学
科
で
は
、
学
生
た
ち
が
そ
れ
ぞ

れ
ブ
ラ
ン
ド
を
立
ち
上
げ
、
企
画
コ
ン

セ
プ
ト
を
ま
と
め
て
デ
ザ
イ
ン
を
展
開

し
、
パ
タ
ー
ン
作
成
か
ら
サ
ン
プ
ル
縫

製
ま
で
の
一
連
の
実
習
を
学
ぶ
。
そ
れ

ら
の
ブ
ラ
ン
ド
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
発
表

さ
れ
る
の
が
、
毎
年
秋
に
開
催
さ
れ
る

「
Ｋ
Ｆ
Ｉ
Ｍ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
」
。
フ
ァ
ッ
シ
ョ

[＃

『‘『・

執
数

種1iｉ

： 偽
ご

鱈ｉ

一過麹

当『

塵§鍾琴もドＩ

昨年北野工房のまちで行われた｢KFIMOVE」 ン
シ
ョ
ー
と
同
時
に
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ビ

ジ
ネ
ス
学
科
の
学
生
た
ち
に
よ
る
、
デ

ィ
ス
プ
レ
イ
コ
ン
テ
ス
ト
の
作
品
が
展

示
さ
れ
、
審
査
員
に
は
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

業
界
の
プ
ロ
を
迎
え
て
い
る
。

さ
ら
に
Ｋ
Ｆ
Ｉ
で
は
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
業
界
の
企
業
の
協
力
を
え
て
、
学
生

が
実
際
の
現
場
で
研
修
が
で
き
る
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
を
実
施
し
て
い
る
。
最
近
の

取
り
組
み
の
中
で
は
、
先
染
め
綿
素
材

の
産
地
で
あ
る
西
脇
の
企
業
が
学
生
を

受
け
入
れ
、
体
験
の
場
を
提
供
す
る
な

ど
し
て
い
る
。

学
生
た
ち
が
学
ん
だ
成
果
を
発
表
す

る
作
品
展
が
、
５
月
調
日
（
土
）
鋤
日

（
日
）
、
Ｊ
Ｒ
神
戸
駅
地
下
南
デ
ュ
オ
ド

ー
ム
で
開
催
さ
れ
る
予
定
。
釦
日
に
は

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
が
行
わ
れ
る
。

ジャンポール･デユナン氏を講師に迎えた立体栽断の授業

尋

KOBERASHIONINSTITUTE

神戸ﾌｧｯｼｮﾝ専門学校

ｽﾀｲﾘｽﾄ

シヨンｸﾘｴｲﾀー 学科(3コース･3年）
デザインｺー ｽ／アパレルテクニカルｺー ｽ／ｵー ﾄｸﾁｭー .ルコ..ス

シヨンピジﾈｽ学科(6コース･2年）

繊繋鏡景’曇．
メイクアップ亘一ス

ファッションアートコース

ｼューズコース

ファッションデザインコースJ鐙

<学校説明会〉
５月8日(土)22日(土）
６月12日(土)26日(土）
７月１０日(土)１４:30～１６:0０

<高校生対象KFIセミナー〉
７月21日(水)※詳細は学校事務局へ

〈夏休みの学校説明会･体験入学
７月27日(火)28日(水)30日(金)31日（
８月2日(月)18日(水)21日(土）
28日(土)30日(月）
１３:００～１５:００

〉

土）

体験入学はデザイン画／ｺﾝビｭｰﾀグﾗﾌｨｯｸ

／ソーイングのコース。

体験入学のみ電話･FAXで要申し込み。

078.241.8614
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新生公司のギフト通信販売

６

０
■予約専用電話

盛
え
さ
せ
テ
い
た
だ
く
こ
と
菰
ご
ざ
い
惑
寸

特選ロースハム(各1本）豚肉味噌漬(１０枚）手造り焼豚(2本）
さ

●電話でどうぞ…●ファクシミリでどうぞ…

綴078(391)4011職誘勇溌胃ださい。
畷078(391)5859皿078(331)0192
●封書でどうぞ…お申し込みは､｢ご贈答品配送申込票｣又は｢お手紙」

でお届け先のご住所、お名前、電話番号、商品番暴

露瀞盤笥…
昭和二十八年､神戸の地に産声をあ(侭はや四十余年｡味と製法にこだわりをお持
ちの多くの方々 にご愛碩､ご支扱を図っておりますことを心から感謝しております。
吟味しつくした良賀の素材のみを便用し､手造りならではの深い味わいをお届けい

たします｡これからも､より一層のご愛H1を賜り雷ｹよう､よろしくお願い申し上げます。

◎元町本店ｌ神戸市中央区北長狭通3皇3-2念(391）４０１１（代表）
◎南京町店ｌ神戸市中央区元町通1-1-1壷(391）５８５９

く
竜

黙藤鰯鼠aO78-903-5489

展望大溶苑(“】とご昼食プラン
そうＩ‘しりん．；

奏 旬譜
パーテイルームにてお食事コース

平日6,000円休日6,500円〈税.ｻ込）
ｌお正月及びお盆の捌問は休日料金）

お食事時間１回目／11:30より索ご入浴は時間内に１回のみとさせて願き製す。

２回目/13:OOより繍曾譲諜蕊識煽；鶴。
ご入浴時間１１:30～15:3０燕和食堂にてお召しあがり頂く鳩合もございます。

ご宴会場にてお食事コース

平日7,000円休日8,000円(ｻ込.穂別〉
ご利用時間／11:30～15:3０

※10名様以上で前日までにご予約をお願いいたします。
燕ご入浴は時間内に１回のみとさせて頂きます。
斑お部屋･浴衣はご用意いたし茜せん。
蕊年末､年始及び璽季期間は酷さます。
壷ホテルバスの逆迎につきましてはご帽餓ください。(10名微～25名鋤

、有島グランドホテル
目ご予約以外のお電：

〒6511401神ア

ホーームペ

問い合わせは冠078-904-0181(代）
;区有馬町1304-1ＦＡＸ(078)904.0297

-ジhMpWWww‘arima雷9h.ＣＯ､jpノ

予約センター

③大願く06)6341-8747Ｇ名古屋(052)582-2031⑧東京(03)3567-7812
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７

'情報、アクセス、おしゃれにグルメ、

神戸でいちばん便利です。
電車やバスを降りたら､そこは｢さんちか｣。

ショッピングやお食事を楽しんだら､そのまま帰れるターミナルにあるさんちかは、

素敵な暮らしの情報ステーションでもあります。

ショッピング､グルメ､わくわくするイベントの数々を､おしゃれ感覚でお楽しみください。

meNewHeartofKobe神戸･=置孝んちか

http:"www・santica･com

さんちか名店会神戸市中央区三宮町1-10.1恋078(391)3965⑬営業時間/AM10:00～PMB:00(飲食店はPM9;00ｵー ダー ｽﾄｯ)・定休日/毎月第３水曜日
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中 西利雄展
2004

4月１７日田-5月30日□
前期：５月９日まで後期：５月１１日から

ＮＡＫＡＮｌＳＨ

近代的な感覚の作風により、昭和期の水彩画に一線を画した水彩画家｛

西利雄（1900号948）の画業を回顧し紹介いたしますも
中西は東京に生まれ､1922年東京美術学校に入学:,ま(,た。同年、大正、

和期の水彩画に新風を吹き込んだ「蒼原会」の前身である「東京三脚会」

結成し、以後も同会のリーダー的存在とI,て活動し続けました。また､１９２

から1931年にかけごパリを拠点にヨーロッパを旅して多くの画家達の作間

吸収し、サロン.ドートンヌに2度の入選を果たしています。そして帰国《

《偲駿出場》が帝展の特選を得､1936年には美術学校の同級生であった小磯良

猪熊弦-･郎らと共に、純粋な芸術活動を目指す「新制作派銘会』を結成可
などの活躍が見られます。

不透明水彩絵具を用1,1た大作を描き、革新的な制作を試みた中西の作,品

没後55年経った今でもその輝き毒失っていません。本展は、彼の水彩画、

シサン挿絵原画等約150点を展示菅により紹介するものです。

的な感覚の作風により、昭和期の水彩画に一線を画した水彩画家．中

（1900号948）の画業を回顧し紹介いたしますも
は東京に生まれ､1922年東京美術学校に入学:,ま(,た。同年、大正、昭

水彩画に新風を吹き込んだ「蒼原会」の前身である「東京三脚会」を

、以後も同会のリーダー的存在とI'て活動し続けました。また､1928年

'31年にかけごパリを拠点にヨーロッパを旅して多くの画家達の作品を

、サロン.ドートンヌに2度の入選を果たしています。そして帰国後は

１場》が帝展の特選を得､1936年には美術学校の同級生であった小磯良平、

-･郎らと共に、純粋な芸術活動を目指す「新制作派銘会』を結成する

☆講演 会 ４月25日(日)午後2時より

｢中西利雄の人と芸術」
調師／茨城県近代美術館
主任学芸員山口和子氏

美術館2階絵画学習室にて

(当日整理券を配布･定員80名）

☆解説会毎週日曜日・午後2時より(約30分間）

当館学芸員によるスライド解説

☆美術館大作戦１ 《中西さんの水絵のひみつ》

定員20名／対霞：小学1年～中学3年生
午後1時30分～4時（予定）

虫
デ
ー

｢婦人帽子店」1935年崇京国立近代美術館

同時開催：収蔵作品展Ｉ
休鍵日

開館時間

入箆料

５月5日(水･祝)、８日〈土)、巧臼(土)、２２日(土）
○往復はがきによる申し込みが必要です。交
詳しくはお問い合わせ下さ恥

☆アトリエ解説午前１１時と午後2時より(約20分〉主
宰他の催しと重なってi'1る場合は時間が誕更されます。後

神戸市立小磯記念美術館

通
催
掴

月曜日(ただし５月3日の祝日は開箆)､5月（

午前10時から午後5時(入館は午後4時3“

大人700円(550円)､高大生500円(350円）
小中生300円(150円)※〈〉内は30名様以

シルバー350円(ずこやかカードをご提示
５月1B日〈火)は国際博物館の日のため､綱

JR住吉駅､阪神魚崎駅のりかえ

六甲ライナー･｢アイランド北口訳｣下車

神戸市立小磯記念美術館､田辺市立美術館

NHK神戸放送局

し５月3日の祝日は開箆)､５月6日休）

う午後5時(入館は午後4時30分まで）

i50円)､高大生500円(350円）
(150円)※〈〉内は30名様以上の団体

円(ずこやかカードをご提示ください）
は国際博物館の日のため､無料ですも

神戸市東灘区向洋町中5丁目７TEL､078-857-5880
http://www､city・kobejp/cityoffice/57/kDisomuseum／
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これは神戸を愛する人々の手帖です

あなたのくらしに楽しい夢をおくる

神戸を訪れる人に楽しい道しるべ

これは神戸っ子の心の手帖です。

、株式会社ﾉサﾜ本社１５番館旧ｱﾒﾘｶ領事館昭和50年撮影(1975） 撮影／米田定蔵
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＃

息､Ｊｉ
や富

削夢

Ⅱ

Ｃ

大塚由貢
ぐフルーテイスト〉

一音楽IまﾉLとの
つながり－

大
阪
音
楽
大
学
音
楽
学
部
在
学
中
、
ト
ー
マ
ス
・

ロ
バ
ー
テ
ロ
氏
の
フ
ル
ー
ト
の
音
色
を
聴
き
、
ぜ

ひ
こ
の
先
生
に
学
び
た
い
と
決
め
、
卒
業
後
に
ア

メ
リ
カ
・
イ
ン
デ
ィ
ア
ナ
州
立
大
学
音
楽
学
部
に

留
学
。
昨
年
、
ア
メ
リ
カ
の
フ
ル
ー
ト
コ
ン
ク
ー

ル
で
は
最
高
峰
の
マ
ー
ナ
ブ
ラ
ウ
ン
フ
ル
ー
ト
コ

ン
ク
ー
ル
で
優
勝
し
た
。

帰
国
後
初
の
リ
サ
イ
タ
ル
は
、
ハ
ー
プ
と
フ
ル
ー

ト
の
デ
ュ
オ
コ
ン
サ
ー
ト
。
ハ
ー
ピ
ス
ト
は
、
中

国
生
ま
れ
の
ロ
豊
苫
を
迎
え
る
。
イ
ン
デ
ィ
ア

ナ
州
立
大
学
で
共
に
学
ん
だ
友
人
だ
。
い
つ
か
ハ
ー

プ
と
の
デ
ュ
オ
を
と
願
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
ロ
豊

苫
に
出
会
っ
た
・
ロ
豊
は
、
世
界
の
２
大
ハ
ー
プ

コ
ン
ク
ー
ル
の
ひ
と
つ
Ｕ
Ｓ
Ａ
ハ
ー
プ
国
際
コ
ン

ク
ー
ル
で
優
勝
し
た
実
力
派
。
そ
れ
に
加
え
「
ロ
皇

一
ｈ
ｋ

L』

hＬ

Ⅱ
▲

＃

1０

？篭Ii零
は
ハ
ー
ピ
ス
ト
と
い
う
よ
り
は
芸
術
家
。
彼
女
の

経
験
や
、
人
間
性
が
、
音
楽
に
出
て
い
る
の
で
す
。

と
て
も
尊
敬
し
て
い
ま
す
」
と
大
塚
は
語
る
。
「
音

楽
を
一
緒
に
や
る
に
は
、
信
頼
関
係
が
大
切
。
彼

女
と
私
は
音
楽
性
が
似
て
い
る
と
思
う
し
、
そ
の

中
で
ち
が
う
ア
イ
デ
ィ
ア
を
ぶ
つ
け
合
っ
て
、
切

瑳
琢
磨
し
て
い
け
る
。
だ
か
ら
彼
女
と
の
デ
ュ
オ

は
ず
っ
と
続
け
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」
。

音
楽
が
好
き
で
、
音
楽
を
す
る
手
段
と
し
て
フ

ル
ー
ト
を
使
っ
て
い
る
ん
で
す
、
と
大
塚
。
「
音

楽
を
奏
で
れ
ば
、
国
や
人
種
に
関
係
な
く
人
と
人

と
が
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
」
と
。

大
塚
由
貴
＆
口
当
く
仁
デ
ュ
オ
コ
ン
サ
ー
ト
は
、

４
月
９
日
（
金
）
神
戸
新
聞
松
方
ホ
ー
ル
に
て
。

〈
鳥
羽
〉

＝竜

|,、

Ｋｒへ唾

豊デゲ”
ユ

咽

彦亨
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邸
ト
謹
蕊
。

副
一
一
一
一
石

■■ ■吟
伊一

ＣＣ
Ｉ

ｰ＝ご泉

|~~鵠一
』Ｆ１－
－詞 センダ･ルクムエナ

〈工学博士〉

－進化する
伝統をもとめて－

■

は
、
繊
細
な
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ス
に
あ
ふ
れ
、
１

９
９
７
年
以
来
、
ア
メ
リ
カ
の
マ
ー
キ
ズ
・
パ
ブ

リ
ヶ
ー
シ
ョ
ン
出
版
三
コ
ｑ
の
ミ
ゴ
ｏ
一
コ
芸
の
三
○
『
一
。

に
名
前
を
連
ね
て
い
る
。

神
戸
は
き
れ
い
な
街
並
み
や
、
山
が
あ
り
海
が

あ
っ
て
、
歩
け
る
範
囲
に
い
ろ
ん
な
も
の
が
そ
ろ
っ

て
い
る
。
工
夫
次
第
で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
街
の
よ
う

に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
顔
、
個
性
を
大
事
に
し
な
が
ら

伝
統
的
な
も
の
の
な
か
に
新
し
さ
を
プ
ラ
ス
で
き

る
ポ
テ
ン
シ
ョ
ナ
ル
の
高
い
街
だ
と
静
か
に
話
し

て
く
れ
た
。

復
興
後
の
神
戸
は
、
彼
の
目
に
ど
ん
な
ふ
う
に

写
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
人
を
魅
了
し
、
い
ざ

な
え
る
だ
け
の
力
を
も
っ
た
街
に
生
ま
れ
変
わ
っ

て
い
る
と
願
い
た
い
。
〈
山
本
〉

一Ｌ

言Ｉ■
Ｌ
駒
に

：8師

一
枚
の
写
真
が
、
コ
ン
ゴ
生
ま
れ
の
彼
を
日
本

へ
と
い
ざ
な
っ
た
。
パ
リ
の
大
学
に
在
学
中
ふ
と

目
に
と
ま
っ
た
写
真
。
そ
こ
に
は
日
本
の
伝
統
的

な
町
屋
が
あ
っ
た
。
や
わ
ら
か
な
光
と
優
し
い
空

間
美
の
も
つ
不
思
議
な
魅
力
、
自
然
を
大
切
に
し

た
心
地
よ
さ
に
ひ
き
つ
け
ら
れ
た
。

大
阪
大
学
大
学
院
工
学
研
究
科
で
環
境
工
学
を

専
攻
。
博
士
号
を
取
得
後
、
ア
フ
リ
カ
・
ア
メ
リ

カ
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
日
本
で
建
築
・
都
市
計
画
を

研
究
し
学
会
で
も
数
多
く
発
表
。
建
築
家
、
シ
テ
ィ

プ
ラ
ン
ナ
ー
と
し
て
の
経
歴
を
経
る
。
現
在
は
、

瀬
戸
本
淳
建
築
研
究
室
に
て
企
画
部
に
在
籍
す
る

か
た
わ
ら
、
関
西
学
院
大
学
三
田
キ
ャ
ン
パ
ス
に

て
非
常
勤
講
師
も
務
め
る
。

そ
の
聡
明
な
ま
な
ざ
し
、
落
ち
着
い
た
語
り
口
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HIAふれあいの集い
↑→平成15年度の集いは３月6日JlCAで。(写真上)淡路文楽
人形と握手(右上)野沢会長･砂野盛り上げ委員長と共に(下）
アジアの留学生たち。

聯
綴

職鼠嬢

二
紀
展
で
ト
ア
ギ
ャ
ラ
リ
ー
賞
を
受
賞
し
た
中
畑
佳

子
展
２
月
粋
～
ね
日
。
鮮
や
か
な
ブ
ル
ー
の
世
界
。
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兵庫のまつりふれあいの祭典
第15回兵庫のまつり.ふれあいの祭典閉会式が､３月10日兵庫県公館で｡祭典は姫路を中心
に開かれ､兵庫5国の多彩な文化が花開いた｡写真は表彰式。上田英子;灘鰯鯉撫撫i蝋
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紙
コ
ッ
プ
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・
Ｌ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
さ
ん
と
嶋
本
昭
三
師
が

結
婚
〃
Ｌ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
さ
ん
の
本
「
Ｌ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
Ｏ
Ｔ
ｌ
Ｏ
Ｎ
」

出
版
記
念
パ
ー
テ
ィ
が
３
月
伯
日
ホ
テ
ル
モ
ン
ト
レ
で
。
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一
電
獄

園

ワ
イ
ン
を
愛
す
る

気
の
合
う
仲
間
た
ち
と
と
も
に

神
戸
ワ
イ
ン
サ
ロ
ン
は
、
ワ
イ
ン
を
愛
す

る
気
の
合
う
仲
間
が
集
い
諺
会
話
を
楽
し
も

う
と
、
１
９
７
９
年
５
月
に
結
成
さ
れ
ま
し
た
。

以
来
、
８
月
と
担
月
を
除
く
毎
月
１
回
の
定
例

会
を
開
催
し
、
こ
れ
ま
で
味
わ
っ
た
ワ
イ
ン

は
１
５
０
０
種
以
上
に
達
し
て
い
ま
す
。

現
在
の
会
員
数
は
約
帥
名
で
、
会
員
の
職

業
も
、
音
楽
家
、
彫
刻
家
、
舞
踊
家
、
デ
ザ

イ
ナ
ー
、
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
、
医
師
、
弁
護
士
、

大
学
教
授
、
醸
造
家
、
実
業
家
等
、
多
岐
に

わ
た
っ
て
い
ま
す
。
現
在
、
会
長
は
貝
原
俊

民
さ
ん
（
財
団
法
人
阪
神
・
淡
路
大
震
災
記

念
協
会
理
事
長
）
が
つ
と
め
て
お
ら
れ
ま
す
。

１
９
９
９
年
に
は
、
震
災
後
の
神
戸
に
夢

を
与
え
よ
う
と
、
創
立
如
周
年
記
念
事
業
と

し
て
「
神
戸
ワ
イ
ン
サ
ミ
ッ
ト
」
を
企
画
し
、

大
成
功
を
お
さ
め
ま
し
た
。

ワ
イ
ン
サ
ロ
ン
創
立
躯
周
年
を
迎
え
た
本

年
２
月
詣
日
・
記
日
に
は
、
第
３
回
「
神
戸

ワ
イ
ン
サ
ミ
ッ
ト
」
を
開
催
し
、
地
域
経
済

の
活
性
化
と
、
ワ
イ
ン
文
化
の
普
及
に
い
さ

さ
か
で
も
お
役
に
立
て
た
こ
と
を
、
会
員
一

同
誇
り
に
思
っ
て
い
ま
す
。
な
お
特
筆
す
べ

き
は
、
世
界
の
ワ
イ
ン
づ
く
り
の
原
点
と
も

い
う
べ
き
、
フ
ラ
ン
ス
・
ブ
ル
ゴ
ー
ニ
ュ
地

方
の
口
マ
ネ
・
コ
ン
テ
ィ
発
祥
の
地
、
サ
ン

ヴ
ィ
ヴ
ァ
ン
修
道
院
の
遺
跡
保
存
チ
ャ
リ
テ

ィ
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
を
催
し
た
と
こ
ろ
、
日
本

は
も
と
よ
り
、
海
外
か
ら
も
大
き
な
注
目
を

集
め
、
神
戸
ワ
イ
ン
文
化
の
発
信
地
と
し
て

印
象
づ
け
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
で
す
。

〈
株
式
会
社
今
井
商
店
・

コ
ウ
ベ
ワ
イ
ン
セ
ラ
ー
今
井
拓
雄
〉
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《
《里

５

第
１
回
骨
董
ワ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド

４
月
９
日
（
金
）
柏
日
（
土
）
洞
日
（
日
）

の
３
日
間
、
王
子
公
園
前
に
あ
る
兵
庫
県
立

美
術
館
王
子
分
館
「
原
田
の
森
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」

で
冨
篭
ワ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
２
０
０
４
」

を
開
催
し
ま
す
。

２
階
の
会
場
で
は
全
国
か
ら
集
ま
る
約
帥

社
の
グ
レ
ー
ド
の
高
い
古
美
術
・
ア
ン
テ
ィ

ー
ク
の
展
示
販
売
が
行
わ
れ
ま
す
。
骨
董
好

き
の
方
か
ら
、
興
味
は
あ
る
け
ど
骨
董
を
あ

ま
り
知
ら
な
い
と
い
う
方
ま
で
、
行
け
ば
何

か
新
し
い
出
会
い
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

１
階
会
場
で
は
、
「
遊
び
塾
原
田
の
森
の

学
校
」
と
称
し
、
昔
な
が
ら
の
遊
び
を
子
供

に
実
体
験
し
て
も
ら
っ
た
り
、
遊
び
道
具
の

手
作
り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
開
催
や
、
神
戸

の
歴
史
を
紹
介
し
ま
す
。
「
子
供
た
ち
に
い
ろ

ん
な
体
験
を
し
て
も
ら
い
た
い
」
と
い
う
想

い
か
ら
こ
う
い
っ
た
企
画
に
し
ま
し
た
。

美
術
館
を
使
っ
て
の
こ
の
よ
う
な
イ
ベ
ン

ト
は
全
国
で
も
め
ず
ら
し
く
、
４
月
に
行
わ

れ
る
第
１
回
目
は
あ
ら
ゆ
る
と
こ
ろ
か
ら
注

目
を
集
め
て
い
ま
す
。

そ
も
そ
も
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
「
灘
区
の
活

性
化
に
つ
な
げ
た
い
」
と
い
う
思
い
で
発
案

し
ま
し
た
。
阪
神
淡
路
大
震
災
か
ら
如
年
を

迎
え
よ
う
と
す
る
今
、
こ
れ
ま
で
と
は
違
っ

た
”
復
興
“
を
し
て
い
く
こ
と
、
す
な
わ
ち
覇

戸
」
「
灘
」
「
原
田
の
森
」
の
新
た
な
復
興
に

よ
り
、
地
域
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
、
地
域
の

活
性
化
を
図
っ
て
い
け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

原
田
の
森
に
訪
れ
た
つ
い
で
に
、
灘
の
い

ろ
ん
な
施
設
・
お
店
で
灘
の
す
ば
ら
し
さ
を

感
じ
て
み
ら
れ
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
。

メ
ン
バ
ー
｜
同
、
ご
来
場
心
よ
り
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。
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